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座等種々様々です｡物性理論は市村 ･三宅研 (多体系の統計 ),小口･小野研 (磁性理
論 ),実験は浜野研 (強誘電体 ),本庄 ･高木 ･八木研 (表面,転位のⅩ線･電顕研究),
永田研 (磁気共鳴 )がグループを作っています｡以下順に紹介します｡
○ 物性物理学第 1講座 (市村 ･三宅研究室 )
現在の構成メンバーは,市村浩,三宅哲,大村能弘,下島喜代子と大学院学生として
柳田敬一 (D4),君田光延 (D3),浜田義保 (D2),小林明子 (M2),宮崎潤





























○ 物性物理学第二講座 (小口･小野研究室 )
(構成)
スタッフ 教授 小口武彦,助教授 小野豊郎,助手 上野陽太郎,助手 石川琢磨,
助手 武藤俊一,秘書 芭美智子








変化等を計算した｡(小口 ･上野 ) 基底エネルギーに対する格子のループ効果を指摘
し,基底エネルギーと転移温度の関係を論じた｡さらに CactusTree上のランダム系に









































































































温装置と室温-+200℃ まで変えられる高温装置を作成必要に応 じて使用 している｡
大学院生の研究テーマとしてはTGSの分域壁のコントラストと分域壁構造 (高橋 )｡









スタッフ 助教授 永田-清,助手 飯尾勝短































いての極めて微弱な磁気異方性を高感度 トルク計 (最小測定感度 3×1013dyn-cm)を
用いて測定している.一次元反強磁性体 (CH3)ニラNHMnBr3 2H20において,双二
次交換相互作用の存在を証拠づける興味深い結果も得ている(山本他 )0
研究室の年令が若いだけに,また研究を推し進める主力の方も年令が若く,いまのと
ころ清新の気溢れる研究室 ?である｡これからは外部との交流を図ることにより,更に
発展することを目ざしていきたい｡
(文責 飯尾 )
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